
ボイラ給水処理設備における運転手法の開発 

～ヒドラジンに代わる脱酸素剤の選定～ 

ボイラの給水処理における脱酸素剤として、ヒドラジンは広く使用されており、当研究所

においてもボイラを設置した平成 7 年から平成 22 年に亘り継続使用してきた。しかしなが

ら、平成 18 年 3 月 31 日に厚生労働省から「ヒドラジン及びその塩並びにヒドラジン－水和

物による健康障害を防止するための指針」が発出され、ヒドラジン類による労働者の健康障

害を防止するために事業者が講ずべき措置が定められた。これを機に、当研究所では脱ヒド

ラジンへの取り組みを開始した。

変更に当たっては、代替品の種類や使用実績等の調査、プロセスへの影響等を評価し、代

替品の選定を行った。また、代替品を用いた試運転等を行い、プロセスへの影響や効果の確

認、排水基準への適合性等を評価した。これらの結果を総合的に判断し、平成 22年 1月にヒ

ドラジンから代替品に変更し、代替品での給水処理を開始した。 
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